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凡例




これは現代文學論体系　第四卷「プロレタリア文學」（昭和二十九年二月二十五日　河出書房刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。








民衆藝術の意義




加藤一夫







　昨年の一月頃から民衆藝術と云ふことがちよいちよいと論議された。しかしその多くは民衆藝術を熱心に主張するのでもなく、素より具體的に民衆藝術を提示したのでもない。そして昨今に至つては、何でも人の言ひ出した事にはケチをつけたがり何か新らしいものを〳〵と、内心からの必至の要求でも何でもないのにズン〳〵と驅足をして行くのが好きの我が文壇に於いては、民衆藝術がまだほんの試みだけにしか過ぎないのに、早くもこれに向つて非難の聲をあげる者すらある樣になつた。殊に詩壇に於ける論調は著しく吾々に反抗的である樣に見える。詩壇にまで及んで居る「人道主義」の埃だとか、敎養のない智識を排斥する者だとか云つた樣な毒言を放つて居るものさへあつた樣に記憶する。（併かし自分はさう云ふ人に云ひたい。諸君はあまりに自惚れてはならない。あまり他を排斥してはならない。一體諸君の敎養とは何を指して云ふのか、成る程民衆藝術家の詩はガサ〳〵して濁音にきこえるかも知れない。教養された諸君の官能はそれに堪へないかも知れない。しかしながら諸君はあまりに自己に對して無反省であつてはならない。民衆藝術家から見れば、敎養されたと云ふ人々のデリケートな官能の、眞の生命にふれて來ない遊戲的な分子に堪へきれなかつた故に、今一度出立し直して、本當の人間性が有する眞の世界に跳び込まうとしたのに相違ない。諸君の謂ゆる人道主義的埃や濁音はやがて民衆藝術家の藝術の成長と共になくなり、諸君もまた公平な目でこれを見て居るなら、知らず〳〵それを不快なるものと感じなくなる時が來るに違ひない。）

　民衆藝術の提唱と實行とは、今より旣に四年前、自分が「科學と文藝」を發行した當時からの自分の考であつた。その頃の「編輯室より」を取り出して見て吳れるならば其の事に就て自分が云つてあるのを見出されるであらう。たゞ自分の生活の逼迫と創作に力を盡す時が殆んどなかつたのとで、自分はつい此の考に裏付けるやうな創作のたゞの一篇も成すことが出來ないで過ごして來た。しかしその後、時は急變して、時代精神は益々その色彩を明にして來た。そして自分にも幾分創作をする餘裕が與へられる樣になつて來た。そこで自分は、今はもうぐず〳〵して居る時でないのを知つて、昨年の秋頃から、多年の宿望であつた此の民衆藝術の方向へと突進したのである。それ故に、自分としてはこれは當然の道ゆきであり、自分に卽した「科學と文藝」としても當にしかあるべき運命を擔つたものと云はねばならぬ。

　吾々の聲は餘りに小さいかも知れない。吾々の藝術は餘りに貧弱であるかも知れない。しかしながら此の聲は單に吾々一部のものの聲でないことを吾々は知つて居る。これは正に人類そのものの聲である、新に勃興せる生命の心の叫びである。そしてまた吾々の藝術が、今如何に貧弱であり幼稚であらうとも、直きにそれは、全人類の胸の奧底に於いて共鳴を見出すべきものなるを吾々は信ずる。斯う云つたとて、吾々は威張らうとするのではない、たゞ吾々はさう云ふ信仰を有つて居るのである。

　とは云へ、不完全なる腦の持主である人類の仕事は何でもさう始めから完全である事を得ない、古來、多くの運動は最初隨分滑𥡴を演じた、たゞ、さうして居るうちに、時がそれを成長せしめた。吾々の考へや、藝術もまた、後になつてこれをふりかへつて見る時には定めし幼稚なものであらう。吾々は一日も油斷せずして常に吾々の思想の向上を計り、吾々の藝術の完成を期さねばならぬ。それ故に、今こゝに民衆藝術の眞の意義に就て考へる事は必要である。




　本質の上から云つて、吾々の主張する民衆藝術は何等文藝上のイズムではない。これは凡ゆる種類の流派のうちの眞なる藝術を抱擁する。眞の人間性にふれ、眞の人間性を藝術上に表現し、もしくは解放した藝術を云ふ。これは人の藝術活動の範圍を狹めるものでなく、無限の擴大である。束縛でなく自由である。何となれば吾々は吾々の藝術を眞の人間性の上に据ゑつけるからである。そしてその人間性はそれ自身に於て自由であり、變化無碍だからである。




「民衆は何處に在りや」（これは大正八年一月の附錄で發表した）の一篇に於て自分は、民衆とは、藝術とか勞働者とか貴族だとか云つた樣な外的な區別によつて生ずるものでない、眞の民衆とは、眞の人間性に目ざめ、人間性に卽した生活をなす者の事であるのを云つて置いた。又「民衆運動卽自省運動」に於ては、民衆運動とは卽ち、人間をしてその眞の人間に生かしめんが爲めに、各自を自省更生せしむる事であるのを云つて置いた。そして、吾々の民衆藝術も亦、この眞の人間性を措いて他にないのである。

　吾々は人間性の永遠を信ずるのである。吾々は人間性の自由を信ずるのである。そして人間性がその根源に於て旣に民衆的なるを信ずるのである。




　しかしながら茲に注意しなければならぬのは、吾々は單に「人間性」と稱すとは云へ、これをもつて單なる抽象的名辭と考へてはならない事である。吾々は抽象的な「人間性」の存在を信じないのである。人間性と云へば必ず具體的現實的實在でなければならないのである。

　たとヘば、時代だとか、境遇だとか、民族だとか、人類だとか云ふ者と無交涉に獨立せる人間性の存在する事はないのである。人間性は本質に於ては單に一つの傾向に過ぎない。もしくは衝動に過ぎない。それが吾々の世界に實在するためには、必ず今云つた樣な諸要素と結びつかねばならない。結びついた時始めて具體的實在となる。

　人間性は決して固定せる或る一定の型ではない。否、それが固定し形式化せんとすると直ぐにまた其れから自己を解放せんとする。それ故に人間の歷史はある意味に於ては全く解放の歷史であると云つてもよい。解放から解放へ、恐らく人間の歷史がその解放の運動をやめる時はないであらう。何故なれば人間性はそれ自身絕對の自由だからである。吾々の日常の生活に於てすら、吾々の言語や動作や思想發表や藝術や政治や凡てみなこれ吾々の衷に在る生命の、もしくは意識の、解放に外ならないからである。それ故に入間性は常に成長し進步し進行するものである。そして、それ自身を踰えざる無究竟の變化である。さうだ、人間性は進步し成長して來た。然らば、今は果して何を最も多く要求して居るか。

　人間性は今、最もよく自己の尊貴を自覺した。彼れは自己のうちに、自己を生み自己を育て、自己を愛し、自己を赦し、自己を鞭つて吳れるところの神を見た。かくて彼れは自己のうちに人間神と神との融合を見た。彼は幼稚なる個人主義者のやうに、他の物や他人を顧みる事なくして只管に自己の運命をのみ考へない。彼の自己は個人主義者の自己とは違つて居る。——個人主義者の自己は今、彼の自己にまで成長したのだ。——その自己とは卽ち、他の一切と（單に人類とのみ云はず、彼の世界の一切と無關係に孤立的に存しない。彼の自己は他の一切と有機的に依繫する全一である。かくてその本質に於て絕對に自由である自己は同時にまたデモクラティクな存在である。そして茲に新人間性の要求がある。彼は卽ち自己の自由を要求する。强制的なる他の如何なる權力の支配をも排斥する。啻に個人としてさうであるばかりでなく、一つの社會としても、階級としても、民族としても、常に要求するものは自由である。自分の事は自分ですると云ふ自由である。同時にまた、他人の事に干涉しないと云ふ尊崇と愛とである。自己の尊貴と共に他人の尊貴をも信ぜんとする態度である。

　而して此の自覺は、當然の事として、今まで踏みつけられ抑へつけられて居た階級の間に强烈に起るべきである。生命の新しい自覺は、今や此等の階級を通じて、その新しい世界の創造を企畫して居る。

　民衆藝術とは何を意味するか。本質的な、又は絕對的な云ひ方をすれば、それは正しく眞の人間性にふれ、眞の人間性に卽した實感や世界を寫したものと云へよう。此意味に於て民衆藝術は全抱括的である。しかしながらこれと同時に、抽象的な人間性の存在を信ぜず、具體的な人間性の表象を求むる時には、當然その表象される人間性の性質の如何によつて定まるべきものである。そして吾々は以上述べて來た樣な此の新しい世界の創造に參與せんとする新興民族の思想や感情を表現する藝術をもつて特に吾々が今要求する民衆の藝術と云ふのである。（しかし、其他の一切を排するのでない事は前にも云つた通りである。）




　ヒロイズムの時代は旣に過ぎ去つたのだ。特權階級の時代も亦過ぎ去らうとして居る。今日は最早ナポレオンの出現すべき時でない。たとひ獨逸皇帝が新時代のナポレオンを夢想しても、そして獨逸が今回の戰爭に勝利を得るやうな事があつても彼は遂に現代のナポレオンたる事を得ないであらう。目ざめたる民衆の勢力は、たとひその個々のものとしては無智であり無力であつても、全人類の胸から胸へと押しよせ押しよせ、捲きころがつて行く生命の大潮流としては、何者の障碍にも阻まるゝ事なく進んでゆくべきものである。

　今までにも民衆は徐ろにその自己解放を實現して來た、奴隷はそれがために廢せられ、專制主義はこれがために打碎かれ、羅馬法王の地上絕對權は蹂躙せられ、獨斷神學の暴威は碎かれた。そして今回の戰爭は恐らく、民衆を踏臺として居る者の野心に、甚大の打擊を與へるに相違ない。世界は今將に一つの大回轉を行はうとして居る。舊い者の時代は逝き、新しい民衆の時代は來らうとして居る。その時代は恐らく、民衆が各自に自己を處して行つて掣肘を蒙らない自由の世界であらう。征服だとか、掠奪だとか、權力の伸展だとか云ふ樣なことはなくなるであらう。然らば吾々が藝術の世界に於てこれを求むるのに何の不都合があらうか。

　しかし誤解してはならない。

　吾々はこれによつて政治的民主運動をなさうとするのではない。もとより革命の氣運を欲するのでもない。今若し日本に革命が起るような事があつたとしたら、逸早く吾々はそれに反對する。吾々は露西亞の勇猛に感心しても、その後の形勢は、まだ〳〵露西亞民衆の新世界への準備の足りなかつた事を說明して居る。而も露西亞が今日に至るまでには殆んど百餘年の日子を費して居る。露西亞の文藝に親しんだ者は誰でも客易に看取する事が出來ることは實に、革命の後にロシア文學者の發したる宣言書にも記して居るやうに「ロシア文學が常に社會的講座であつたと云ふことは何人も疑はないところである。そして其の講座からは絕えず敎誨指導の聲が響き、その聲は常に社會的活動と自己犧牲とを喚起した」ことである。それで居てなほ此の通りである。吾々の目的とするところは政治的行動でない。

　吾々はまた、吾々の藝術に於てたゞ單なる反抗を試みようとするものでない。吾々は吾々の小說に於て社會問題を取扱ふ事があるだらう。政治問題を取扱ふ事もあるだらう。けれどそれをもつて直ちに主義の宣布とはしない。吾々はもつと冷靜にもの事の眞相に觸れたい、靜に社會を解剖し自己を解剖したい。

　ドストエフスキイは、露西亞作家のうちでも最も深い民衆の味方であつたらう。けれど彼は決して民衆を煽動しなかつた。彼はたゞその測り知るべからざる愛をもつて民衆を觀た。そして、抂められ傷けられた民衆から眞のよき人間性を掘出した。

　吾々の最も欲するところも亦これである。民衆の心をもつて心とし、民衆の思想として、手として、吾々は彼等のうちに隱され掩はれ傷けられた人間性を掘り出さうとする。そしてまた、何うして此の眞珠が傷けられ掩はれ汚されたかを知らうとする。そこに社會的環境の解剖の必要が起るであらう。

　吾々はどれ丈けまでにこれを吾々の藝術に實現し得るかを知らない。しかし此の精神をもつて進んで行かうと決心して居る。現代の文壇に於てでも、また、未だ文壇に表はれざる吾々よりも若い人々によつてでも、眞の民衆藝術の提供される日を熱心に待望して居る。

（大正七年四月　時事新報）
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